
分類： アブラナ科

属名 : カラクサナズナ属

花言葉：――

春うらうらの日に近くの田んぼがどんなになっているか見に行く途中、草むらに見かけない野草が

目にとまりました。採集して家でいつものように名前について調べました。カラクサナズナ。この

草を採ると手に異臭が付き気持ちが悪いのです。牧草と混じり牛が食べると乳に臭いが付くという。

見ぬま田んぼ・野草スケッチ「カラクサナズナ」唐草薺

別名：カラクサガラシ、インチンナズナ



18.4.30撮影

「カラクサナズナ」

世界：
ヨーロッパ原産南米原産とする説もある 世界の温帯地方に広く帰化して

いる。

生育地：
越年草

北海道を除きほぼ全国的に分布してい

茎 丈： 背は高くならず5〜10cm程度 根元から四方に多数分岐し地面を這う。

葉 ：
長さ1cm程度の単葉で深い切れ込みあり 時に羽状 全体的に唐草模様の

ような細かい葉を付ける

花期 ： 春から秋に

花・花色： 総状花序 ごく小さく目立たない 大きさ1mm程度。花弁は0.5mm程度

種子 ：果実 円みを帯び、二つに裂ける

特徴 ： 青臭いような独特の強い悪臭があり

由来
唐草薺。葉が唐草模様のように見えることから。

表の記事と写真は、「和蘭耳菜草」のサイトより使わせて頂きました。

ウィキペディアと写真 ACへようこそ！より。 19.10.5ィアより


